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センターを運営する学生スタッフの育成

　大学ボランティアセンターの運営形態は大学によって様々ですが、本学のボランティア・NPO 活動
センターでは、教育職員・事務職員・学生スタッフの三者が協働して運営しています。中でも、学生ス
タッフは「ピアサポート」という観点から、本学学生のボランティア活動を応援する重要な役割を担っ
ています。
　ボランティア相談をはじめとする日常的なコーディネート業務、チラシ整理やメールマガジン、SNS
などでの情報提供、ボランティア活動を始めるきっかけとなる様々な企画など、学生スタッフが取り組
んでいることは多岐にわたり、そのためには幅広い知識や経験が必要となってきます。
　このことから、ボランティア・NPO 活動センターでは、ボランティア活動を推進していくために、社
会課題に対する意識を持ち、社会に働きかけていく力をもった学生スタッフの育成を図るとともに、組
織運営力、コーディネート力をつけることなどを目的として、学生スタッフへ様々な研修の機会を提供
しています。
　また、毎週の学生スタッフミーティングやほぼ毎月開催する教員・職員・学生スタッフでのセンター
会議において、学生企画や教職員からの提案についての意見交換を行っています。さらに、教職員で構
成された正式な学内組織であるセンター委員会にも学生スタッフの代表がオブザーバー参加していま
す。こうした会議への参加やセンターの運営への参画が、学生スタッフの育成として大きな意味を持っ
ています。

事　業　名 令和 2年度新入生歓迎行事
日　時 2020 年 3 月 1 日（日）〜 10 月 22 日（木）
場　所 龍谷大学深草キャンパス

実施主体 龍谷大学学友会中央執行委員会／ボランティア・NPO 活動センター

企画メンバー
（学生スタッフ）

神田 瑞季（経済 3）　松尾 宗次郎（経済 3）　山崎 迅一郎（経済 3）　永野 凌平（経営 3）
西村 志穂（政策 3）　平尾 萌衣（政策 3）　濱田　 葵（文学 2）　早川 歩伽（文学 2）
川根 脩那（経済 2）　石井 翔大（法学 2）　園原　 聖（法学 2）　竹内 祐人（法学 2）
谷垣 俊弥（法学 2）　藤原 壱成（法学 2）　小林 初音（国際 2）

１．経緯・目的
　新入生に対して、龍谷大学ボランティア・
NPO 活動センター（以下、センター）の活動
について周知するために、ブース出展やガイダ
ンス等を行うこととした。それらを通してセン
ターや学生スタッフ（以下、学スタ）について
関心を持ってもらい、新たな学スタの募集を目
的として実施した。
　今年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡
大の影響により例年通り実施することはでき
ず、新しい方法を試行錯誤しながら進めた。

２．概　要
　〈3 月〉
　 　 新歓で使用するためのチラシと立て看板、勉

強会資料の作成や、深草センター新拠点（成
就館）への案内動画作成

　〈4 月〉
　 　 新歓活動中止により、ブース出展、チラシ配布、

対面ガイダンスの中止。
　〈5 月〉
　　・ 『ついーと大作戦』（P.62 〜 63）での新入

生向け広報活動の開始。
　　 ・ 「ROSW 課外活動団体紹介 LIVE 配信」に

出演
　　・オンラインガイダンスの資料作成
　〈6 月〉
　　・ オンラインガイダンスの動画を YouTube

や Twitter へ掲載
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　〈7 月〉
　　・ 修正版立て看板完成
　〈8 月〉
　　・ 入門講座の受講生への学スタ紹介、学スタ

募集
　　・LINE オープンチャットの作成
　　・ 「オンライン雑談会」、「ボランティアの発見

と実施」、「ガイダンス用年間スケジュール
作成」のグループに分けて準備開始

　〈9 月〉
　　・オンライン雑談会を 8 日（火）に実施
　　・対面ガイダンスの各種準備
　　・授業内広報（法学部基礎ゼミ）
　〈10 月〉
　　・授業内広報（経済学部基礎ゼミ）
　　・ 1 日から 22 日の間で、毎週火・木曜日に対

面ガイダンスを実施

　〈11 月〉
　　・ コアメンバーの振り返りを Google フォーム

で実施

３．参加者の声・得られた効果など
　新スタッフから、以下の声が得られました。
　・ ガイダンスを受けながら大学生活が始まる

と感じていた。また、センターや新歓のお
かげでいいスタートが切れたと思う。

　・ ガイダンスの時にセンターについてパワー
ポイントで分かりやすく説明されていてよ
かった。また、先輩方の生の声が聴けたこ
とと、コーディネーターさんの説明があっ
て、活動内容などを想像しやすかった。そ
れによって興味が湧いた。

　・ 真面目そうで意識が高そうな団体だと感じ
たため、馴染めるかなと思った。参加した
ガイダンスが男性のみだったため緊張した。

４．学んだこと・今後の課題
　・ コロナ禍でもしっかりとみんなで協力し、

臨機応変に対応できていた。その中で学ス
タそれぞれが活躍できる場があった。その
結果、多くの新学生スタッフが入ってくれ
てよかった。

　・ Twitter や HP、ポータルサイトなどの SNS
を活用した広報が効果的であったと思う。

　・ 活動の大半がオンラインであったため、連
絡を取ることができないなど、情報共有や
意思表示が正確にできなかった。活動する
中で仕事の分量が一部の学スタに偏り、一
人当たりの負担が大きかった。情報共有等
は随時行うべきであり、また仕事の分担は
積極的に声をかけて行うべきだった。

　・ 2 月から準備をしていたが、それらはでき
なくなってしまった。そんな中でオンライ
ン雑談会やオンラインガイダンス、SNS の
活用など新しいことに挑戦できたと言う経
験はとても良かった。

 〈報告者：園原 聖〉
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事　業　名 令和 2年度新入生歓迎行事　　
日　時 2020 年 3 月 1 日（日）〜 10 月 22 日（木）
場　所 龍谷大学瀬田キャンパス

実施主体 ボランティア・NPO 活動センター

企画メンバー
（学生スタッフ）

水谷 芽衣（社会 4）　赤木 宏斗（社会 3）　東　 里音（社会 3）　高岡 宏幸（社会 3）
堤　 花成（社会 3）　土肥 亮太（社会 3）　平井 美来（社会 3）　南　 佳奈（社会 3）
大屋 晴太郎（農学 3）　渡中 新太郎（農学 3）　小沼 芳暉（理工 2）　朝野 健太（社会 2）
杉山 わかな（社会 2）　安原 拓真（社会 2）

１．経緯・目的
　新入生に対して、龍谷大学ボランティア・
NPO 活動センター（以下、センター）の活動に
ついて周知するために、ブース出展やガイダン
ス等を行うこととした。それらを通してセンター
や学生スタッフ（以下、学スタ）について関心
を持ってもらい、新たな学スタの募集を目的と
して実施した。
　今年度は新型コロナウイルス感染症感染拡大
の影響により例年通り実施することはできず、
新しい方法を試行錯誤しながら進めていった。

２．概　要
　〈3 月（前年度）〉 
　　・新歓配布用チラシの作成
　　・学生スタッフ募集動画の作成
　〈4 月〉
　 　 ・学生スタッフ募集動画を Twitter に発信

　〈5 月〉
　　・ ROSW（Ryukoku Online Start-up 

Week）参加のための準備（申込・動画作
成など）

　　・ ROSW へ参加できず、新歓動画 Twitter
にて配信

　　・Twitter への質問箱設置を提案
　　・オンラインガイダンスについて検討開始

　〈6 月〉
　　・ オンライン学生スタッフガイダンス①開催

　　　（Google Meet 活用）
 17（水）12:45 〜 /17:00 〜
 18（木）12:45 〜
 19（金）12:45 〜 /17:00 〜 各回 40 分程度

計 14 名参加
　　・LINE オープンチャットの開設
　　・ オンラインガイダンスの動画を YouTube

や Twitter へ掲載
　〈7 月〉
　　・オンライン学生スタッフガイダンス②開催
　　　 （Google Meet 活用）
 9 （木）12:45 〜
 10（金）12:45 〜
 14（火）12:55 〜　　　　　各回 40 分程度

計 10 名参加
　〈8 月〉
　　・ 入門講座の受講生への学スタ紹介、学ス

タ募集呼びかけ（Zoom 活用・ガイダン
ス新規参加者なし）

　〈9 月〉
　　・後期新歓活動用チラシ作成
　〈10 月〉
　　・対面での学生スタッフガイダンス開催
 5（月）12:45 〜　　 7（水）12:45 〜
 8（木）12:45 〜　　12（月）12:45 〜
 14（水）12:45 〜　　15（木）12:45 〜

（その他個別対応）　   　　各回 40 分程度
計 12 名参加

３．参加者の声・得られた効果など
　・2020 年度新スタッフに 12 名が加入した。
　  〈ガイダンスに参加した新スタッフの声〉
　・ ガイダンスの質問コーナーで同じ学部の先

輩と 1 対 1 で話せたことが印象的で、とて
もやりやすかった。

　・ ものすごくフレンドリーで質問や授業のこ
と、私生活のこと、雑談等その他の話もし
やすかった印象が強く残っている。
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　・ 質問タイムの時に、先輩が 2 人いたので、
1 年生 1 人でとても緊張した。

　・ 職員さんからの説明の時に、ボラセンに入
るかどうかで不安なことを職員さんに相談
させてもらった。

　・ かっちりとした感じではなく、リラックス
した雰囲気の中のガイダンスだった。楽し
そうな雰囲気で緊張せずに済んだ。

　・ ボラセンのことについてあまり調べたりせ
ずほとんど無知の状態で行ったが、先輩に
フリップみたいなの見せてもらいながら細
かく説明してもらって写真等もたくさんあ
り、わかりやすく面白そうだなと更に興味
が湧いた。

　・説明が分かりやすかった。

４．学んだこと・今後の課題
　・ ROSW に向けて準備したが、受け付けても

らえずに残念であった。問い合わせたとこ
ろ、理由について回答（深草の学生スタッ
フが先に申し込んでおり、同一団体という
ことで受け付けられなかった）を得ること
ができた。今後、申請基準などの事前確認
が必要と感じた。

　・ オンライン新歓ガイダンスを計画したとこ
ろ、多くの反応が得られた。動画作成のた
めにオンラインミーティングを行なったこ
とで、オンラインでガイダンスできるので

はないかと思うようになり、準備を始めた。
やってみることの大切さに改めて気付いた。

　・ オンラインガイダンスを告知したところ、
深草キャンパスにある学部の学生からも申
し込みがあった。そのため、深草の学生ス
タッフにも参加を呼び掛け、一緒にガイダ
ンスを行うことで、深草の活動についての
質問に対応してもらうことができた。オン
ラインを活用することで、キャンパスを越え
て活動するという経験を持つことができた。

　・ ガイダンスでは画面共有をしながら説明を
行うにあたり、文字の量を少なくし、見や
すさを意識した。また、説明の後には少人
数に分かれての個別質問、相談の時間を設
けた（Google Meet の場合は複数の会議室
の設定、Zoom はブレイクアウトセッション）。

　・ 対面でのガイダンスは、感染予防のため、
人数を制限して実施した。そのため、事前
申込制として、Twitter やポータルサイト
を活用して広報した。参加人数が事前にわ
かるため、資料の用意などがしやすかった。

 〈報告者：東 里音、渡中 新太郎、杉山 わかな〉
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事　業　名 （学生スタッフ限定）オンラインワークショップ（新規企画）
日　時 2020 年 7 月 10 日（金）21 時 00 分〜 22 時 00 分
場　所 各自宅で Zoom を使用して参加する

実施主体 ボランティア・NPO 活動センター（瀬田）
参加人数 学生 20 名

企画メンバー
（学生スタッフ）

東　 里音（社会 3）　土肥 亮太（社会 3）　大屋 晴太郎（農学 3）　渡中 新太郎（農学 3）
杉山 わかな（社会 2）

１．経緯・目的
　新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響に
より、昨年度の春合宿、今年度のオリエンテー
ション合宿が中止になった。加えて、１学期は
オンラインでの授業となり、大学に入構できな
い状況となった。ボランティア・NPO 活動セ
ンターでも、例年の対面での活動が行えていな
い。
　このような状況でも、学生スタッフ同士で交
流し、モチベーションを高め、学び合うことは
できないかと考え、春合宿の企画メンバーを中
心にオンラインワークショップを計画した。今
回のオンラインワークショップでは、以下の 3
つのことを目的にして行った。

（１） 直接会うことが困難な中でも、オンライ
ンでワークショップを行うことで、学生
スタッフ同士の交流を深め、互いに協力
し合える関係性を築く。

（２） オンライン会議のツールを使うことで、
オンラインミーティングの手法を体験的
に学ぶ。

（３） 深草キャンパス、瀬田キャンパス合同で
行うことで、両キャンパスの交流を図る。

２．概　要
　ワークショップ「白樺荘の住人〜厄介な人が
集まっているアパートの住人調査〜」
○設定
　古いアパートを撤去することになったが、住
人たちは、勝手な生活を送っており、立ち退く
気配がない。そこで、数か月にわたる努力の結
果、周辺住人やアパートの住人からいくつかの
情報を得てきた。この情報の真偽を確かめつつ、
住んでいる人と部屋番号を確定する。
○内容
　4、5 人のグループに分かれ（Zoom のブレ
イクアウトルームを活用）、一人 4、5 枚の情報
カードを配布（カードはその人しか見ることが
できない。内容は異なっている。今回は事前に

メールで配布）。グループ内で、お互いカード
の情報を共有し合いながら、住んでいる人と部
屋番号を確定するという課題を解決する。最後
に、Google フォームでアンケートを実施。

３．参加者の声・得られた効果など
　・ 直接会えない中でもオンラインでワーク

ショップを行うことができ、普段交流の少
ない他のキャンパスの人とも話をすること
ができて楽しかった。

　・ グループ全員で協力しないと課題が解決で
きないようなワークであったため、積極的
に質問をしていくなど、グループ内での自
分の役割を意識しながらワークができた。

　・ オンラインのため、顔の表情が読み取りづ
らかったり、ラグが生じるので話し出しづ
らかったりと、オンラインならではの難し
さがあった。慣れない状況であったが、話
を聞くときは画面を見て頷くなどのリアク
ションをするように心がけた。

　・ かなり複雑な内容であったため、何を話し
ているのかわからなくなる時があった。何
について話しているかをその都度確認し、
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わからないことはそのままにせず、確認す
るようにした。この経験から、今後の活動
でグループが方向を見失いそうになったと
きに、目指す方向の確認を積極的に促すよ
うにしたいと思った。また、わからないと
ころは確かめながら話合いを進めていきた
い。

４．学んだこと・今後の課題
　・ 事前にワークの資料や、Zoom の URL を

参加者にメールで送信したが、パソコンで
しか受信できない人もいたため、学生が連
絡メールに気づけないというケースがあっ
たので、LINE 等の学生がよく使うツール
でも連絡をする必要があった。また、ワー
クショップ当日に連絡をしたため、メール
に気がつかない人もいた。今後は、余裕を

持って連絡をするように心がける。
　・ 事前のグループ分けや、グループの中でも

異なる内容の資料を配布する必要があった
ため、当日の欠席や参加の対応に戸惑い、
開始時間が遅れた。急な欠席者や参加者へ
の対応を考えておくべきであった。オンラ
インの際は、事前に細かい準備が必要なワー
クは向いていないということがわかった。

　・ オンラインでも工夫することで、ワークを
することは可能だということが、今回実施
したことによりわかった。今後もオンライン
だからこそできるワークを考えていきたい。

（ワークショップで使用した情報カードの一部）

〈報告者：大屋 晴太郎〉
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事　業　名 スプリングワーク〜GLK〜
日　時 2021 年 3 月 23 日（火）11 時 00 分〜 17 時 00 分
場　所 オンライン

実施主体 ボランティア・NPO 活動センター（瀬田）
参加人数 学生スタッフ 17 名　コーディネーター１名

企画メンバー
（学生スタッフ）

土肥 亮太（社会 3）　大屋 晴太郎（農学 3）　井尻 由梨香（社会 2）
杉山 わかな（社会 2）　片岡 克望（社会 1）　中西 亮太（社会 1）　平石 陽菜乃（農学 1）

１．経緯・目的
　今年度は新型コロナウイルス感染症感染拡大
の影響により、思うような活動ができなかった。
また新学生スタッフの加入時期が大幅に遅れた
ため新学生スタッフの活動経験が圧倒的に少な
く、ボランティア・NPO 活動センター（以下、
センター）の理解についての不安が大きかった。
更に学生スタッフ同士の交流の機会も少なかっ
た。そこで今回のスプリングワークでは、下の
ことを目的として実施した。
　・ コロナ禍で、直接会えない中でもオンライン

ワークを行うことで学生スタッフ同士の交流
を深め互いに協力し合える関係性を築く。

　・ 今年度の活動をふりかえり、課題を発見し、
解決策を話し合うことで来年度の活動につ
なげる。

　・ センターの事業に対する理解を深め、学生
スタッフとしてパワーアップを図る。

２．概　要
　11:00　 自己紹介ワークショップ
　      　　 ブレイクアウトセッションに分かれ

てそれぞれ自己紹介を行う。その後、
自分の好きなものを 5 個書き出して
そこに 1 〜 5 の数字を個人で割り振
り、グループ内の他の人から指定さ
れた数字に書いてあるものについて
順番にグループ内で紹介するワーク
を行った。

　11:45　休憩
　11:50　 1 年のふりかえりワークショップ
　      　　 1 年間あったこととその感想を個人で

書き出し、その中から特に印象に残っ
たこと 3 つを決め、グループ内でそ
れぞれ共有した。その後、個人で来
年度の目標を考えて、再びグループ
内で共有した。最後にジャムボード
を利用して、印象に残ったことベスト
3 と来年度の目標を全体で共有し、後
から見返すことができるようにした。

　12:50　昼休憩
　13:50　 センター理解ワークショップ
　      　　 パワーポイントの資料を用いて、セ

ンターの組織構成、学生スタッフに
なる方法、学生スタッフや班活動に
ついて、2019 年度の 1 年間の流れ、
といった内容について説明を行った。
そ の 後、2 回 生 と 3・4 回 生 の ペ ア
を作り、3・4 回生が新歓などでのセ
ンター紹介の手本を「ボラセン紹介
チェックシート」に基づいて実践し、
次にその手本に倣って 2 回生が、3・
4 回生に向かってセンター紹介をする
というワークを行った。

　14:50　休憩
　15:00　交流会ワークショップ
　      　　 前半 15 分は、1 人が「〜といえば？」

というお題を出して残りの人がそれ
に対する答えを考え、一斉に発表し、
答えをそろえるというゲームを、グ
ループと全員で 1 回ずつ、計 2 回行っ
た。後半は、グループに分かれてク
イズ大会を行った。

　15:50　休憩
　16:00　企画を知ろうワークショップ
　      　　 パワーポイントの資料を用いて、企

画の基本的な仕組みや、現在瀬田キャ
ンパスで動いている企画についての
説明を行った。

　16:50　締め・まとめ
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３．参加者の声・得られた効果など
　・ 企画やプログラムが練って作られていたの

で、長時間にもかかわらず、楽しんで参加
することができた。

　・ 学生スタッフ同士の交流のパートとボラセ
ンについて学ぶパートとのバランスが良く、
とても有意義な時間を過ごせた。

　・ 適度にもうけられた交流プログラムでリラッ
クスできたので、センター理解のパートに
も切り替えて臨むことができた。

　・ 1 回生にとっては企画について学んだり、セ
ンターについて学べる良いきっかけになっ
たと思う。

４．学んだこと・今後の課題
　・ 機材トラブルや準備にかかる時間をあまり

考慮できていなかった為、今回重要なプロ
グラムを中止することになってしまった
り、各プログラムで時間が足りなかった。
今後はゆとりを持って時間配分を考えるべ
きである。

　・ 実際に進行していく上で想定していなかっ
たことが起こり、たびたびパニックに陥っ
た。事前に起きるトラブルを想定したり、
もっと綿密にリハーサルを行ったり、リ
ハーサルの回数を増やすなどの工夫が必要
だと感じた。

　・ 話す内容をあまり考えていなかったことが
反省点。

　・ とても内容の濃いものができたが、それに
時間が伴っていなかった。オンラインで時
間を延ばすのは抵抗があるため、ワークご
とに日を分ける等の工夫が必要であった。

　・ 全体の計画を立てていたものの、思ったよ
り時間がなく、結局計画どおりに進めるこ
とができなかった。また、資料作成の時間
が十分に取れず準備不足を感じた部分も
あった。早め早めに動いたり、ミーティン

グの時間を多く取ったりするなど、今後の
合宿はミーティングの段階から考え直さな
ければならないと感じた。

　・ スプリングワークの参加者数やアンケート
の回答人数がとても少なかった。まめに呼
びかけるなど参加や回答を更に促す必要が
あった。

〈報告者：杉山 わかな〉
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センターを運営する学生スタッフの育成

事　業　名 深草キャンパス学生スタッフの活動
日　時 2020 年 9 月〜 2021 年 3 月
参加者 学生スタッフ（深草）

１．経緯・目的
　深草キャンパスでは、学生スタッフが企画書
を作って実施する活動は行われませんでした。
しかし、活動を止めていたわけではありません。
毎年、春休みに実施している合宿の代わりに春
休み中の学生スタッフミーティングを拡大し、
一年間の振り返りや来年度の目標づくり、新勧
に関連するミニワークショップ、卒業を目前
に控えた先輩たちから話を聴く機会をつくるな
ど、対面での活動再開に向けて試行錯誤しなが
ら活動を行っていました。

２．概　要
　（１）「ふりかえり」と「目標づくり」
　　1）2020 年度のふりかえり
　　・ 2020 年度前半はあまり会えず、学生ス

タッフが何をするのか余り分かっていな
かった。しかし、後半になると少しずつ
会えるようになり、活動にも参加できて
きたので、来年はもっといろんなことに
関わっていきたい。

　　・ オンラインを活用していろいろなことを
行って、新しいことに沢山挑戦できた一
年であった。

　　・ 長い新歓も大変なことは多々あったが、
頑張ることができた。　　等

　　2）2021 年度の目標
　　①ボランセンに関する個人目標を発表。
　　・ 周りのことを見て行動する。意見、気づ

きを口に出してみる。いろんな事にチャ
レンジする。

　　・ 来室者に積極的にコーデしていきたい。
　　・ 積極的に活動する！その上で、周りも巻

き込んでいく！ 　　等

　　②ボラセンに関する全体目標の話し合い。
　　・ ひと、学び、成長との出会いの場所にな

れるように。
　　・ 「また来たいと思ってもらえるようにボ

ラセンの魅力を広く認知してもらおう」
に決定

　（２）「理想の学生スタッフとは？」
　　グループに分かれて話し合った。
　　・ 話をよく聞いて受け止める人
　　・ 誰かを支え、人のためになりたい人
　　・ やりたいことや目的をもっている人　等
　（３）４年生から後輩に送る言葉
　　4 年生有志がそれぞれパワポ資料を作って、
　　この 4 年間の気づきと送る言葉を語った。

 　　・ 企画に参加し、リーダーを務めると辛い
こともあるが、この経験は社会に出たら
役に立つと思う。自分自身、ボランティ
アに参加してみて、苦手意識は思い込み
だったことに気付くことができたので、ボ
ラセンには成長につながる貴重な体験や
機会がたくさんあると感じている。（樋口）

　　・ コーデ班の班長をして学んだことが非常
に大きいと思っている。この経験から「リ
スクがあると感じても、挑戦したことで
新しい可能性を生み出せると感じた」「み
んな前例に縛られがちなので、自分が思
うやりたいことは恐れずやってみるべ
き」だと思う。（中川）

　　・ 様々なボランティア活動や職員さん、同
期との出会いが自分の成長につながった
ので、皆にも積極的にボラセンに来る情
報を活用して、たくさんのことに挑戦し
てみてほしい。（松田）
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　　・ ボラセンで活動をしていくなかで、「言葉」
の重要性を感じたので、後輩たちにも大
事にしていってほしい。（川村）

　　・ ボラセンでの活動は、自分が普段見ない
ところや社会に隠れてしまっている部分
に気づかせてくれた。そんな魅力的な場
所がボラセンだ。積極的にボラセンで活
動してみてほしい。代表をやってみて、
みんなをまとめるのはしんどかったけれ
ど、いい経験になるから、やりたいこと
をやってみてほしい。（吉田）

 

3．コーディネーター所感
　対面で集うことが難しく、なかなか思うよう
に物事が進まず、学生スタッフにとってストレ
スの多い 1 年であったと思いますが、オンライ
ンや動画を活用し、工夫を凝らした活動ができ
ていたのではないかと思います。
　対面の活動が再開（制限はあり）された直後

（後期）からは、どう活動を再開し、どう新スタッ
フを仲間として迎えるのかを試行錯誤する日々
でした。ミーティングをオンラインと対面のハ
イブリッド方式で開催してみたり、動画を活用
するなど、新しいチャレンジを行っていました。
　また、ボランティア活動にも気軽に行ける状
況ではなかったので、学生スタッフが個人的に
参加している『プラネット』という自閉症の子
ども達の外出支援をしているボランティア活動
で、オンライン運動会を企画し、その準備や当
日の運営・応援を、間接的にたくさんの学生ス
タッフが関わっていました。このような学生ス
タッフの柔軟な動き方に、こちらが刺激を受け
ていました。
　卒業コンパも出来ないので、４回生の有志が
春休みのミーティングにオンラインで参加し、
それぞれの４年間をふりかえっての気づきにつ
いて語ってくれたことは、とても嬉しく思いま
した。対面で会い難い日々の中で、先輩たちの

話をこうやって聞くことができたのは、非常に
貴重な機会だったように感じています。

　　　　  〈報告者：竹田 純子
　　（深草キャンパスコーディネーター）〉




